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は し が き

本 報 告書 は 、 日本 学 術 振 興 会 によ る 表 記 の科 学 研 究 費

補 助 金 を主 と した研 究 費 を使 用 して 行 わ れ た研 究 の 結 果

を ま とめ た もので あ る。 表 題 に直 接 関連 す る研 究 報 告 の

ほ か 、 当該 年 度 内 に行 わ れ た 、 二 酸 化 炭 素 の経 皮 的 滲 入

に よ り生ず る生 体 反 応 に関 す る研 究 の成 果 、 また 、 ヒ ト

の温 熱 耐 性 に 関連 す る熱 中症 の調 査 研 究 結 果 につ いて も

添 付 した。
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あ とが き

褐色脂肪組織は、体内に蓄積された栄養素を熱として浪費するが、見方を変え、寒冷

下での体温維持のため熱産生する専用の器官として知られる。16世 紀 にスイスの博

物学者KonradGesnerがAplineMa㎜ot((福o朋o∫o脚o朋o切 で、そ の存在 を記載 し

たのが初めてとされる。ただ、当時は、冬眠に伴い大きさの変化する冬眠腺で、冬眠

行動の発現に深 く関わると考え られていたようだ。冬に死に絶えたと思われた動物が、

春に再び蘇生し活動を始めるかのような冬眠行動は古 くか ら科学者の興味を引いて

いるけれども、その特殊な行動の基礎 となる生理的なメカニズムの解析は進んでいな

い。氷点付近にも達する体温下ではあらゆる生命反応が極端に低下 し、計測に用いる

各種セ ンサーの物理化学的反応 も低下する。行動を阻害することなく生理学 ・生化学

的なパ ラメーターを経時的に測定できるかが研究伸展の鍵 を握っている。本研究によ

り確立された微量透析法による冬眠中の動物脳か らの試料採取は、冬眠行動への障害

を最小に抑え、冬眠に伴う脳活動の指標 となる物質の経時的計測を可能とした。しか

し、これは冬眠開始後に適用できる方法で、開始前か ら利用できる方法の開発が今後

の課題 となる。今後、この試料採取計測システムを用い、さらなる研究の展開を計り

たい。研究をご支援いただいた国民各位に深謝する。
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